
投資者の皆さまへ Monthly Fund Report

信託期間 ： 2018年1月31日　から　無期限 基　準　日 ：
決算日 ： 毎年1月30日（休業日の場合翌営業日） 回次コード ：

※過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。
≪基準価額・純資産の推移≫

当初設定日（2018年1月31日）～2024年3月29日

期間別騰落率
期間
1カ月間
3カ月間
6カ月間
1年間
3年間
5年間
年初来
設定来

≪主要な資産の状況≫ ※比率は、純資産総額に対するものです。 ≪分配の推移≫
（1万口当たり、税引前）

資産別構成 通貨別構成

外国株式 米ドル
外国株式 先物 日本円
外国投資信託

コール・ローン、その他
合計

アメリカ ヘルスケア
イギリス その他 分配金合計額
フランス
中国
ベルギー
デンマーク
ドイツ
カナダ
スペイン

※「分配金再投資基準価額」は、分配金実績があった場合に、当該分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算したものです。
※基準価額の計算において、運用管理費用（信託報酬）は控除しています（後述のファンドの費用をご覧ください）。
※「期間別騰落率」の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間とし、当該ファンドの「分配金再投資基準価額」を用いた騰落率を表しています。
※当ファンドはNASDAQバイオテクノロジー指数（税引後配当込み、円ベース）をベンチマークとしておりますが、同指数を上回る運用成果を保証するものではありません。
※グラフ上のベンチマークは、グラフの起点時の分配金再投資基準価額に基づき指数化しています。
※実際のファンドでは、課税条件によって投資者ごとの騰落率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

※先物の建玉がある場合は、資産別構成の比率合計欄を表示していません。
※業種名は、原則としてS&PとMSCI Inc.が共同で作成した世界産業分類基準(GICS)によるものです。
※外国株式の国・地域名については、原則としてMSCI Inc.が提供するリスク所在国・地域に基づいて表示しています。
■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和アセットマネジメントにより作成されたものです。当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますの
で、基準価額は大きく変動します。したがって投資元本が保証されているものではありません。当ファンドの取得をご希望の場合には投資信託説明書（交付目論見書）を販売会
社よりお渡しいたしますので、必ず内容をご確認の上ご自身でご判断ください。後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。
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※分配金は、収益分配方針に基づいて委託会社が決
定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するもの
ではありません。分配金が支払われない場合もあります。
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国・地域名 比率 業種名 比率
合計100.1% 株式 業種別構成 合計93.2%
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217 ---

0円
0円(23/01)

第6期 (24/01)

第4期
第3期

第5期
(22/01) 0円
(21/02) 0円1 3.1%

93.2%215 99.9%
第2期 (20/01) 0円1 3.9% 0.1%
第1期 (19/01) 0円

合計100.0%
資産 銘柄数 比率 通貨 比率

決算期（年/月） 分配金

+76.2 % +80.2 % 
+7.2 % +7.5 % 

+67.6 % +73.6 % 

+32.8 % +33.7 % 

純資産総額 583百万円

+12.4 % +13.2 % 
+23.0 % 

ファンド ベンチマーク

-1.3 % 

+24.2 % 

3347

2024年3月29日現在

追加型投信／海外／株式／インデックス型
2024年3月29日

基準価額 16,755 円
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組入上位10銘柄

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

ILLUMINA INC ヘルスケア アメリカ 2.1%

ISHARES BIOTECHNOLOGY ETF --- アメリカ 3.1%
BIOGEN INC ヘルスケア アメリカ 3.1%

E-MINI HEALTH CARE SECTOR JUN 24 --- アメリカ 3.9%
ASTRAZENECA PLC-SPONS ADR ヘルスケア イギリス 3.9%

VERTEX PHARMACEUTICALS INC ヘルスケア アメリカ 7.7%
MODERNA INC ヘルスケア アメリカ 4.0%

GILEAD SCIENCES INC ヘルスケア アメリカ 7.9%
REGENERON PHARMACEUTICALS ヘルスケア アメリカ 7.7%

銘柄名 業種名 国・地域名 比率
AMGEN INC ヘルスケア アメリカ 8.0%

合計51.2%

※比率は、純資産総額に対するものです。
※業種名は、原則としてS&PとMSCI Inc.が共同で作成した世界産業分類基準（GICS）によるものです。
※外国株式の国・地域名については、原則としてMSCI Inc.が提供するリスク所在国・地域に基づいて表示しています。
※先物、外国投資信託の場合は、業種名を表示していません。
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

※　詳しくは「投資信託説明書<交付目論見書>」をご覧ください。

≪ファンドの目的・特色≫

ファンドの目的
・米国の株式に投資し、NASDAQ バイオテクノロジー指数（配当込み、円ベース）の動きに連動した投資成果をめざします。

ファンドの特色
・NASDAQ バイオテクノロジー指数を構成する銘柄に投資します。
当ファンドは、Nasdaq, Inc. またはその関連会社（以下、Nasdaq, Inc. およびその関連会社を「株式会社」と総称します。）によ
って、支援、推奨、販売または販売促進されるものではありません。株式会社は、ファンドの合法性もしくは適合性について、ま
たは当ファンドに関する記述および開示の正確性もしくは妥当性について認定するものではありません。株式会社は、当ファンド
の保有者または公衆一般のいかなる者に対しても、一般的な証券投資または特に当ファンドへの投資についての妥当性や、
NASDAQ Biotechnology Index の一般的な株式市況への追随可能性について、明示的か黙示的かを問わず、何らの表明もしくは保
証も行ないません。
株式会社と大和アセットマネジメント株式会社との関係は、Nasdaq®および NASDAQ Biotechnology Index の登録商標ならびに
株式会社の一定の商号について使用を許諾すること、ならびに、大和アセットマネジメント株式会社または当ファンドとは無関係
に、ナスダックが決定、構築および算出を行なう NASDAQ Biotechnology Index の使用を許諾することに限られます。ナスダック
は、NASDAQ Biotechnology Index の決定、構築および計算に関し、大和アセットマネジメント株式会社または当ファンドの保有
者の要望を考慮する義務を負いません。株式会社は、当ファンドの発行に関してその時期、価格もしくはその数量の決定について、
または当ファンドを換金する際の算式の決定もしくは計算についての責任を負っておらず、また関与をしていません。
株式会社は、NASDAQ Biotechnology Index とそれに含まれるデータの正確性および中断されない算出を保証しません。株式会社
は、NASDAQ Biotechnology Index またはそれに含まれるデータの利用により、大和アセットマネジメント株式会社、当ファンド
の保有者またはその他いかなる者もしくは組織に生じた結果についても、明示的か黙示的かを問わず、何らの保証も行ないません。
株式会社は、明示的か黙示的かを問わず、何らの保証も行なわず、かつ NASDAQ Biotechnology Index®またはそれに含まれるデ
ータの利用に関する、特定の目的または利用のための市場商品性または適合性については、いかなる保証についても明示的に否認
します。上記に限らず、いかなる場合においても、株式会社は、いかなる逸失利益または特別、付随的、懲罰的、間接的もしくは
派生的損害や損失について、たとえもし当該損害等の可能性につき通知されていたとしても、何らの責任も負いません。

≪投資リスク≫

●当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証されているもので
はなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属します。投資信託は預貯金とは
異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。
株価の変動
（価格変動リスク・信用リスク）

株価は、政治・経済情勢、発行企業の業績、市場の需給等を反映して変動します。
発行企業が経営不安、倒産等に陥った場合には、投資資金が回収できなくなることもあり
ます。組入銘柄の株価が下落した場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本
を割込むことがあります。
当ファンドは、一銘柄当たりの組入比率が高くなる場合があり、より多数の銘柄に分散投
資した場合に比べて基準価額の変動が大きくなる可能性があります。
また、特定の分野に関連する銘柄に投資しますので、こうした銘柄の下落局面では、基準
価額が大きく下落することがあります。

為替変動リスク 外貨建資産については、資産自体の価格変動のほか、当該外貨の円に対する為替レー
トの変動の影響を受けます。組入外貨建資産について、当該外貨の為替レートが円高方
向に進んだ場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本を割込むことがあります。

カントリー・リスク 投資対象国・地域において、政治・経済情勢の変化等により市場に混乱が生じた場合、ま
たは取引に対して新たな規制が設けられた場合には、基準価額が予想外に下落したり、
方針に沿った運用が困難となることがあります。

その他 解約資金を手当てするため組入証券を売却する際、市場規模や市場動向によっては市
場実勢を押下げ、当初期待される価格で売却できないこともあります。この場合、基準価
額が下落する要因となります。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

※　詳しくは「投資信託説明書<交付目論見書>」をご覧ください。

その他の留意点
●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第 37 条の 6 の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
●当ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変

した場合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまう
リスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付けが中止となる可能性、換金代金
のお支払いが遅延する可能性があります。

≪ファンドの費用≫
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

※　詳しくは「投資信託説明書<交付目論見書>」をご覧ください。

≪お申込みメモ≫

購入単位 最低単位を 1 円単位または 1 口単位として販売会社が定める単位
購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額（1 万口当たり）
購入代金 販売会社が定める期日までにお支払い下さい。
換金単位 最低単位を 1 口単位として販売会社が定める単位
換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額（1 万口当たり）
換金代金 原則として換金申込受付日から起算して 5 営業日目からお支払いします。
申込受付中止日 ナスダック（米国）またはニューヨーク証券取引所のいずれかの休業日

（注）申込受付中止日は、販売会社または委託会社にお問合わせ下さい。
申込締切時間 午後 3 時まで（販売会社所定の事務手続きが完了したもの）
換金制限 信託財産の資金管理を円滑に行なうために大口の換金申込みには制限があります。
購入・換金申込受付
の中止および取消し

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情が発生し
た場合には、購入、換金の申込みの受付けを中止すること、すでに受付けた購入の申込みを取消す
ことがあります。

繰上償還 次のいずれかの場合には、委託会社は、事前に受益者の意向を確認し、受託会社と合意のうえ、
信託契約を解約し、信託を終了させること（繰上償還）ができます。
● 受益権の口数が 30 億口を下ることとなった場合
● NASDAQ バイオテクノロジー指数（配当込み、円ベース）が改廃された場合
● 信託契約を解約することが受益者のため有利であると認めるとき
● やむを得ない事情が発生したとき

収益分配 年 1 回、収益分配方針に基づいて収益の分配を行ないます。
（注）当ファンドには、「分配金再投資コース」と「分配金支払いコース」があります。なお、お取扱い
可能なコースおよびコース名については異なる場合がありますので、販売会社にお問合わせ下さい。

課税関係 課税上は株式投資信託として取扱われます。配当控除、益金不算入制度の適用はありません。
公募株式投資信託は税法上、NISA（少額投資非課税制度）の適用対象であり、2024 年 1
月 1 日以降は一定の要件を満たした場合に NISA の適用対象となります。
※税法が改正された場合等には変更される場合があります。
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≪当資料のお取り扱いにおけるご注意≫

 

 当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和アセットマネジメントにより作

成されたものです。 

 当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内

容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。 

 投資信託は、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。したがって、

投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失

は、すべて投資者に帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。 

 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま

せん。証券会社以外でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。 

 当資料は、信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性を保証するもの

ではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するものでは

ありません。また、税金、手数料等を考慮していませんので、投資者のみなさまの実質的な投資成果を

示すものではありません。 

 当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等は資料作成時点のものであり、今後予告なく変

更されることがあります。 

 分配金は、収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するも

のではありません。分配金が支払われない場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売会社等についてのお問い合わせ 

► 大和アセットマネジメント フリーダイヤル 0120-106212（営業日の 9:00～17:00） 

当社ホームページ   

► https://www.daiwa-am.co.jp/ 
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バーテックス・ファーマ
シューティカルズ

がん、⾃⼰免疫疾患などの治療薬の開
発を⼿掛けるバイオ医薬品メーカー。
深刻な肺疾患の治療薬であるオルカン
ビなどが有名。

イルミナ
遺伝⼦解析ソリューションを提供してい
る企業であり、ゲノム解読装置などを開
発している。
遺伝⼦研究機関、製薬会社、学術機
関、バイオテクノロジー企業など様々な
顧客に遺伝⼦解析システムを
提供している。

NASDAQバイオ 銘柄紹介
アムジェン
重病を対象とする治療薬の開発を⼿掛
けるバイオ医薬品メーカー。
関節リウマチ治療薬のエンブレルなどが
有名。
2013年にアステラス製薬と合弁会社を
設⽴し、⽇本向け事業も実施。

ギリアド・サイエンシズ

HIV、肝臓疾患および深刻な循環器
疾患などの治療薬の開発を⼿掛けるバ
イオ医薬品メーカー。
新型コロナウイルスの治療薬として期待
されるレムデシビルなどが有名。

リジェネロン・ファーマ
シューティカルズ

がん、眼病、慢性炎症などの治療薬の
開発を⼿掛けるバイオ医薬品メーカー。
難治性の眼科疾患の治療薬であるアイ
リーアなどが有名。

モデルナ
感染症、循環器疾患などの治療薬、ワ
クチンの開発を⼿掛けるバイオ医薬品
メーカー。
新型コロナウイルス向けのワクチン開発
を⼿掛けている。

※前述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。※個別企業の推奨を目的とするものではありません。
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NASDAQバイオ 銘柄紹介
バイオジェン
神経学、腫瘍学、免疫学を中⼼とした
治療薬の開発を⼿掛けるバイオ医薬品
メーカー。
深刻な神経疾患の治療薬であるテク
フィデラなどが有名。
⽇本ではバイオジェン・ジャパン
という⽇本法⼈を展開。

アレクシオン・ファーマ
シューティカルズ

⾃⼰免疫疾患、⼼臓疾患などの治療薬
の開発を⼿掛けるバイオ医薬品メー
カー。
遺伝性⾎液疾患の治療薬であるソリリ
スなどが有名。

シージェン
がんなどの治療薬の開発を⼿掛けるバ
イオ医薬品メーカー。
⾎液がんの治療薬であるアドセトリスな
どが有名。

アストラゼネカ
イギリスに本社を置く医薬品メーカー。
がんや呼吸器疾患などの治療薬の開発
を⾏う。
新型コロナウイルス向けのワクチン開発
を⼿掛けている。

※前述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。※個別企業の推奨を目的とするものではありません。
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取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社イオン銀行
(委託金融商品取引業者
マネックス証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第633号 ○

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者
株式会社SBI証券)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

株式会社SBI新生銀行
(委託金融商品取引業者
マネックス証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第10号 ○ ○

株式会社香川銀行 登録金融機関 四国財務局長(登金)第7号 ○

ソニー銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長(登金)第578号 ○ ○ ○

PayPay銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長(登金)第624号 ○ ○

アイザワ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第3283号 ○ ○ ○

auカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第61号 ○ ○ ○ ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第44号 ○ ○ ○

岡三証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第53号 ○ ○ ○ ○

西日本シティTT証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長(金商)第75号 ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第165号 ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第195号 ○ ○ ○ ○

2024年3月29日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

iFreeNEXT NASDAQバイオテクノロジー・インデックス

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。
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